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盤
山
に
集
っ
た
清
子
文
人
（
宋
攣
・
王
士
頑
・
朱
匹
田
・
洪

昇
）
と
智
朴
『
盤
山
志
」
に
つ
い
て

F
ゴ
」

乍

†右

則

一
丁

ノ
イ

は
じ
め
に

　
北
京
東
方
約
八
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
天
津
北
方
約
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
更
に
は
天
津
燕
県
の
西
北
方
寸
十
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
位
置

に
盤
山
が
あ
る
。
海
抜
八
六
四
メ
ー
ト
ル
の
主
峰
桂
月
峰
を
擁
し
、
塩
山
山
脈
の
一
角
を
占
め
る
平
均
海
抜
約
五
百
メ
ー
ト
ル
の
山
塊

群
で
あ
る
。
長
安
に
お
け
る
華
山
、
洛
陽
に
お
け
る
嵩
山
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
大
都
市
近
郊
に
鎮
座
す
る
名
山
の
常
と
し
て
、

盤
山
も
古
来
し
ば
し
ば
北
京
や
天
津
を
訪
れ
る
文
人
の
山
林
探
勝
の
目
的
地
と
な
っ
た
。
こ
の
盤
山
に
つ
い
て
、
恐
ら
く
は
明
清
期
に

全
国
的
に
企
画
遂
行
さ
れ
た
地
方
志
編
纂
の
事
業
と
密
接
に
関
連
し
て
、
そ
の
地
理
・
歴
史
・
物
産
・
名
勝
・
人
物
・
詩
文
等
に
つ
い

て
総
合
的
且
つ
体
系
的
に
資
料
を
集
成
し
た
『
盤
山
志
」
が
一
、
種
類
現
存
す
る
。

　
『
下
山
志
」
と
い
え
ば
、
今
日
普
通
に
は
清
・
乾
隆
帝
の
勅
命
を
受
け
て
蒋
漕
等
が
編
纂
の
任
に
当
た
っ
た
『
欽
定
岩
山
志
』
十
六
巻
、

首
五
巻
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
主
点
は
乾
隆
十
九
（
一
七
五
四
）
年
の
蒋
漕
等
の
上
奏
、
お
よ
び
翌
乾
隆
二
十
（
一
七
五
五
）
年
の
乾
悪
言
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

序
を
有
し
て
お
り
、
『
四
庫
全
書
」
史
部
に
収
録
す
る
。
該
書
は
『
恐
山
志
・
西
湖
志
纂
』
　
『
欽
定
盤
孝
志
」
等
の
影
印
刊
本
も
あ
り
、

1

盤
山
に
集
っ
た
清
初
文
人
（
宋
矩
・
王
士
頑
・
朱
舞
尊
・
洪
昇
）
と
智
朴
『
影
回
志
』
に
つ
い
て



盤
山
に
集
っ
た
清
初
文
人
（
重
々
・
E
L
唄
・
端
野
尊
・
洪
昇
）
と
智
朴
『
盤
同
志
』
に
つ
い
て

今
日
通
行
本
と
し
て
広
く
流
通
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
乾
隆
帝
は
じ
め
清
朝
の
皇
族
が
し
ば
し
ば
盤
山
に
立
ち
寄
っ
た
理
由
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
京
東
郊

の
こ
の
地
が
、
満
州
族
祖
廟
の
あ
る
要
砦
へ
の
往
復
の
途
上
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
も
人
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。
『
欽
定
盤
山
志
』
巻
首

一
に
、
「
国
朝
鮮
蒸
す
る
や
、
北
平
の
惣
山
は
陵
寝
に
上
る
に
経
由
す
る
の
道
と
為
れ
り
」
と
述
べ
る
通
り
で
あ
る
。
盤
山
に
は
、
康
煕

帝
創
建
に
か
か
る
静
寄
山
荘
を
は
じ
め
と
し
て
、
康
煕
～
乾
繭
帝
の
関
連
施
設
、
及
び
関
連
詩
文
等
が
数
多
く
存
在
す
る
。
従
っ
て
、

絶
大
な
皇
帝
権
力
を
駆
使
し
て
こ
れ
ら
の
記
録
や
詩
文
を
総
合
的
体
系
的
に
彙
軽
し
た
『
欽
定
盤
山
志
』
は
、
両
皇
帝
の
関
連
詩
文
・

事
績
を
含
ん
で
、
流
山
に
関
わ
る
百
科
全
書
的
な
記
録
集
と
し
て
の
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
A
，
日
に
お
い
て
も
そ
の
有
用
性
を

失
わ
な
い
実
用
地
理
書
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
実
は
『
円
山
志
」
に
は
、
こ
れ
以
前
に
清
初
の
私
撰
に
か
か
る
『
晋
山
志
』
が
存
在
す
る
。
即
ち
、
釈
智
朴
撰
『
盤
山

盛
』
十
巻
・
補
遺
四
巻
が
そ
れ
で
あ
り
、
康
煕
一
．
一
十
五
（
一
六
九
六
）
年
序
刊
、
つ
ま
り
『
欽
定
七
山
志
』
か
ら
半
世
紀
も
前
に
編
ま

れ
た
盤
山
に
関
す
る
百
科
地
理
書
で
あ
る
。
こ
の
書
の
内
容
構
成
は
、

　
　
　
　
巻
首
　
　
　
序
其
の
他
　
　
　
　
　
巻
六
　
　
　
遊
幸
、
附
文
部
（
魏
晋
～
清
朝
）

　
　
　
　
巻
一
　
　
　
名
勝
　
　
　
　
　
　
　
巻
七
　
　
　
詩
部
（
唐
・
金
・
元
・
明
）

　
　
　
首
一
巻

　
　
　
首
．
～
五
巻

　
　
　
巻
一
～
一
、

　
　
　
巻
．
一
～
四

　
　
　
巻
五
～
六

　
　
　
巻
七

康
煕
帝
、

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
『
欽
定
盤
篤
志
』
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

康
煕
・
乾
隆
帝
の
盤
山
巡
遊
年
月
目
録

聖
祖
仁
皇
帝
（
康
煕
帝
）
お
よ
び
乾
隆
帝
の
盤
山
関
連
御
製
詩

図
　
　
　
　
　
　
　
巻
八
～
九
　
　
方
外

名
勝
　
　
　
　
　
　
巻
十
～
十
四
　
芸
文

寺
宇
　
　
　
　
　
　
巻
十
五
　
　
　
物
産

流
寓
　
　
　
　
　
　
巻
十
六
　
　
　
雑
綴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盤
山
の
景
勝
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

2



　
　
　
　
巻
二
～
一
、
一
人
物
　
　
　
　
　
　
　
巻
八
～
九
　
詩
部
（
清
朝
）

　
　
　
　
巻
四
　
　
　
建
置
　
　
　
　
　
　
　
巻
十
　
　
　
方
外

　
　
　
　
巻
五
　
　
　
物
産
　
　
　
　
　
　
　
補
遺
　
　
　
文
部
・
詩
部
・
雑
綴

と
な
っ
て
お
り
、
『
欽
定
盤
山
志
』
と
は
別
の
視
点
に
立
っ
て
関
連
す
る
資
料
を
収
載
し
て
、
盤
山
に
関
す
る
総
合
的
な
知
識
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
撰
者
の
智
朴
は
康
煕
十
（
一
六
七
一
）
年
に
盤
山
の
青
溝
に
盤
谷
寺
（
青
溝
血
膿
）
を
開
い
た
詩
僧
で
あ
る
が
、
こ
の
『
盤
山
田
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ば
し

を
繕
い
て
特
に
興
味
を
惹
か
れ
る
の
は
、
康
煕
の
初
期
に
智
朴
と
交
友
が
あ
り
、
屡
ば
産
山
を
訪
れ
て
智
朴
と
頻
繁
に
交
流
し
、
且
つ

『
盤
尊
志
』
中
に
多
数
の
詩
文
記
録
を
載
せ
る
清
初
期
の
著
名
な
文
人
の
群
像
で
あ
る
。
即
ち
、
『
盤
尊
志
」
の
選
書
者
と
し
て
名
を
連

ね
る
者
に
王
士
頼
と
朱
舞
尊
が
お
り
、
『
盤
山
嵐
』
に
序
文
を
寄
せ
る
者
に
、
王
七
頑
に
加
え
て
王
澤
弘
や
鯨
帯
、
高
士
奇
等
々
が
名
を

連
ね
、
清
初
期
に
お
け
る
北
方
文
壇
の
累
々
た
る
文
人
名
が
こ
の
『
男
山
志
』
中
に
綺
羅
星
の
よ
う
に
瞬
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
体
、

彼
ら
は
こ
の
盤
山
を
拠
点
に
し
て
、
練
墨
と
、
或
い
は
文
人
同
士
ど
の
よ
う
な
交
友
関
係
を
結
び
、
ま
た
そ
れ
は
清
初
期
の
文
壇
に
お

い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
更
に
は
五
十
数
年
後
に
新
た
に
編
纂
さ
れ
た
『
欽
定
盤
山
志
』
と
比
較
し
て
、

私
撰
『
盤
石
志
』
の
価
値
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
の
か
。
幾
つ
か
の
興
味
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
十
分
に
考
察
し
た
先
行
研
究
が
ま
だ

管
見
に
入
っ
て
い
な
い
現
状
に
鑑
み
て
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
は
『
盤
山
立
』
の
成
立
や
内
容
を
め
ぐ
る
基
礎
的
な
事
実
の
解
明
か
ら
着

手
し
た
い
と
考
え
る
。

　
肩
馬
撰
『
盤
山
志
』
十
巻
は
、
巻
首
に
王
澤
弘
、
王
上
官
、
盛
業
、
高
七
千
、
張
魅
了
、
皇
基
祖
の
序
文
、
お
よ
び
智
朴
の
自
序
を

（
3
）

載
せ
、
続
い
て
前
掲
の
巻
一
か
ら
巻
十
、
及
び
補
遺
に
至
る
関
連
詩
文
を
テ
ー
マ
別
に
収
録
す
る
が
、
次
に
は
、
智
朴
の
自
序
、
凡
例

に
つ
い
て
少
し
く
検
討
し
た
い
。
　
智
朴
の
「
盤
山
志
自
序
」
に
、

　
　
康
煕
辛
亥
秋
、
朴
結
茅
盤
谷
、
為
終
老
計
。
（
康
煕
辛
亥
（
長
、
一
六
七
一
年
）
の
秋
、
（
智
）
朴
、
茅
を
盤
谷
に
結
び
、
藩
老
の
計

3

盤
山
に
集
っ
た
清
初
文
人
（
宋
攣
・
王
士
頑
・
朱
舞
尊
・
丁
令
）
と
智
朴
『
中
山
志
』
に
つ
い
て



盤
山
に
集
っ
た
清
初
文
人
（
宋
肇
・
E
七
頑
・
朱
野
鳥
・
洪
昇
）
と
智
朴
『
盤
山
志
』
に
つ
い
て

　
　
を
為
す
。
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
智
朴
が
盤
山
の
盤
谷
に
茅
庵
（
後
の
盤
谷
寺
）
を
結
ん
で
終
の
棲
家
と
し
た
の
は
、
清
朝
の
国
家
基
盤
も
漸
く
安

定
し
つ
つ
あ
っ
た
康
煕
十
（
一
六
七
一
）
年
の
秋
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
王
士
頑
の
「
盤
山
志
序
」
に
、

　
　
青
溝
拙
苓
人
師
挙
白
山
志
、
二
九
寒
暑
、
至
是
書
成
、
而
仰
予
西
之
。
（
青
章
章
竜
人
師
の
『
諸
山
志
」
を
撰
す
る
や
、
九
の
寒
暑

　
　
を
閲
し
、
是
に
至
り
て
書
成
り
て
、
予
を
し
て
之
に
序
せ
し
む
。
）

と
あ
り
、
宋
笙
や
張
朝
珠
、
連
年
祖
の
序
文
も
同
様
に
述
べ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
『
盤
山
々
』
は
完
成
ま
で
に
都
合
九
年
の
歳
月
を
費
や
し

た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
し
て
、
智
朴
の
「
盤
山
志
自
序
」
に
は
、

　
　
甲
子
春
、
宋
牧
仲
観
察
過
訪
半
巾
、
以
此
謀
之
。
（
甲
子
（
一
六
八
四
康
煕
．
．
卜
、
一
．
年
）
春
、
宋
牧
仲
観
察
（
笙
）
山
中
に
過
訪
し
、

　
　
此
（
引
用
者
注
u
『
盤
山
志
』
編
纂
の
構
想
）
を
以
て
之
を
謀
る
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
実
際
に
『
盤
立
志
」
編
纂
の
構
想
が
疏
て
ら
れ
た
の
は
康
煕
一
．
士
、
芸
一
六
八
四
）
年
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
か
ら
九
年
中
歳
月
を
経
た
康
煕
一
．
一
十
二
年
（
一
六
九
三
）
年
に
、
三
七
頑
や
朱
舞
尊
の
較
訂
を
加
え
た
『
盤
山
蛭
』
が
刊
行
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。
『
盤
体
量
」
の
序
は
数
名
の
著
名
な
文
人
が
撰
し
て
い
る
が
、
中
で
も
宋
笙
の
「
鷺
山
糠
南
」
は
最
も
正
確
な
紀
年
を

有
す
る
も
の
で
あ
る
。
『
盤
山
志
補
遺
』
の
凡
例
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
わ

　
　
康
煕
癸
西
春
、
『
山
志
』
繍
梓
早
川
。
（
康
煕
癸
酉
（
．
二
卜
．
．
、
一
六
九
．
二
年
）
、
『
（
盤
）
薄
志
」
繰
戸
の
事
刷
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
あ
る
の
は
、
こ
の
年
に
『
盤
山
志
』
を
出
版
し
た
こ
と
の
証
言
で
あ
る
。

4

二
　
宋
攣
と
『
盤
山
志
』

以
下
に
は
、
難
山
を
拠
点
と
し
て
智
朴
と
交
友
の
あ
っ
た
清
初
の
代
表
的
文
人
の
群
像
を
、
略
伝
と
幾
つ
か
の
詩
篇
を
解
析
し
な
が



ら
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
宋
笙
（
一
六
一
二
四
崇
禎
七
1
｝
七
一
三
康
煕
五
十
二
年
、
享
年
八
十
歳
）
は
字
は
牧
仲
、
号
は
樋
里
、
ま
た
綿
津
山
人
、
河
南
商
丘
の
人
。

年
十
四
で
大
臣
の
子
と
い
う
御
陰
で
以
て
宮
中
に
入
り
、
そ
の
後
、
黄
州
府
通
判
、
貴
宮
司
員
外
郎
、
福
建
司
郎
中
、
江
蘇
布
政
使
、

無
意
巡
撫
、
学
部
尚
書
等
を
歴
任
し
た
。
清
初
の
人
詩
人
王
士
顧
（
一
六
三
四
一
一
七
＝
）
と
は
同
年
の
生
、
且
つ
二
年
遅
れ
の
死
で

あ
っ
た
が
、
二
人
は
生
前
に
頻
繁
に
交
友
を
重
ね
た
。
そ
の
詩
名
も
当
時
に
お
い
て
並
称
さ
れ
た
が
、
洪
亮
占
『
北
方
詩
話
』
巻
六
は
、

宋
雄
を
同
時
期
の
趙
秋
谷
と
も
比
較
し
つ
つ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
っ

　
　
宋
豊
止
不
及
工
、
亦
井
不
及
秋
谷
也
。
（
宋
（
難
）
は
豊
に
王
（
七
頑
）
に
及
ば
ざ
る
に
止
ま
ら
ん
や
、
亦
た
毒
し
て
（
趙
）
秋
谷

　
　
に
も
及
ば
ざ
る
な
り
。
）

と
す
る
。
宋
攣
の
著
作
に
『
綿
津
山
人
詩
集
』
『
楓
香
詞
』
『
漫
蘭
書
詩
』
等
が
あ
る
。
晩
年
に
は
『
西
破
類
稿
』
を
自
訂
し
、
前
著
に

合
わ
せ
て
文
集
も
組
み
入
れ
て
い
る
。
『
西
郡
類
稿
』
一
、
一
十
九
巻
は
『
四
王
全
書
』
集
部
別
集
類
に
収
録
さ
れ
る
。

　
同
時
期
の
他
の
詩
人
と
同
様
に
、
宋
磁
の
生
涯
で
特
徴
的
な
の
は
そ
の
交
友
の
広
さ
で
あ
る
。
例
え
ば
『
綿
津
山
人
詩
集
」
に
序
を

寄
せ
た
詩
人
名
だ
け
を
あ
げ
て
も
、

　
　
注
碗
（
一
．
序
）
・
王
鐸
・
侯
方
域
・
張
自
烈
・
呉
偉
業
・
高
玲
・

　
　
王
七
頑
（
一
．
一
序
）
・
湯
斌
・
尤
伺
・
郡
長
衡
・
凋
景
・
朱
郵
尊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ら
の
、
清
初
文
壇
を
代
表
す
る
文
人
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。
近
人
皆
行
雲
『
清
人
詩
集
叙
録
」
諸
寺
「
綿
津
山
人
詩
集
一
、
十
四
巻
」
提
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

は
「
好
延
文
七
、
為
野
中
風
雅
総
持
」
（
好
く
文
事
を
耀
き
、
呉
中
の
風
雅
の
総
持
と
為
る
）
と
述
べ
る
が
、
宋
攣
が
こ
の
時
期
、
こ
れ

ら
の
文
人
と
共
に
清
初
文
壇
の
重
要
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
宋
攣
が
首
都
東
郊
の
霊
山
を
訪
れ
、
智
朴
の
『
盤
山
影
』
編
纂
の
構
想
に
参
与
し
た
の
は
、
先
述
の
書
崩
序
に
拠
れ
ば
、
一
六

八
四
康
煕
二
十
三
年
春
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
九
年
後
、
遂
に
『
盤
山
志
』
の
刊
行
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
し
て
み
れ
ば
、
宋
笙

5

盤
山
に
集
っ
た
清
初
文
人
（
風
戸
・
王
士
頑
・
朱
郵
尊
・
洪
昇
）
と
智
朴
『
盤
同
志
』
に
つ
い
て



盤
山
に
集
っ
た
清
初
文
人
（
準
々
・
モ
ヒ
積
・
朱
舞
尊
・
洪
益
）
と
智
朴
『
中
山
志
』
に
つ
い
て

は
智
朴
と
の
交
友
を
通
し
て
『
止
山
志
』
の
完
成
に
計
画
当
初
か
ら
深
く
関
わ
っ
た
文
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
宋
箪
が
盤
山
の
石
心
の
拙
者
を
詠
ん
だ
「
重
遊
盤
山
七
首
」
直
面
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ

昔
余
吟
五
字

幽
賞
企
青
溝

凌
風
越
西
嶺

欄
入
粟
鹿
遊

谷
口
訪
遼
洞

門
閉
巨
石
留

何
時
名
將
軍

古
鮮
纏
兜
茎

異
鳥
静
相
語

聲
比
山
呼
鵤
優

松
鼠
窟
庫
篠

竪
尾
招
其
儲

顧
醗
幽
叢
薄

花
宮
臨
荒
諏

茅
屋
八
九
間

揮
琴
藏
湯
休

昔
余
五
字
を
吟
じ

　
　
　
　
　
　
は
か

幽
賞
　
青
溝
を
企
ら
ん
と
し

風
を
凌
ぎ
　
西
嶺
を
越
え

　
　
　
　
　
さ
え
ぎ

粟
鹿
の
遊
ぶ
に
欄
り
入
る

　
　
　
　
ふ
か

谷
［
に
　
逡
き
洞
を
訪
ね
れ
ば

門
は
閉
ぢ
　
巨
石
の
み
留
ま
り
て
あ
り

何
れ
の
時
の
名
将
軍
な
ら
ん

　
　
こ
け
　
か
ぶ
と
　
ま
と

古
き
蘇
　
兜
茎
に
纏
へ
り

異
鳥
　
静
か
に
相
語
り

声
は
山
呼
（
鳥
名
）
に
比
べ
て
優
な
り

　
　
　
ふ
か
あ
な
　
　
か
く

松
鼠
は
瞬
篠
に
窟
れ

　
　
た
て
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
ま

尾
を
竪
て
　
其
の
儲
を
招
け
り

か
え
り
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
く
ふ
か

顧
跨
れ
ば
叢
薄
は
幽
く

て
　
　
ら

花
宮
は
荒
諏
に
臨
め
り

茅
屋
　
八
九
問

　
　
　
　
　
　
　
　
か
く

琴
を
弾
じ
て
　
湯
休
蔵
れ
た
り

6



新
詩
感
祭
酒
礪

異
曹
珊
瑚
鈎

黄
精
潤
歯
頬

名
書
清
人
眸
翻
欄
敵
敏

幾
年
緯
山
志

往
牒
窮
冥
捜

遺
世
幸
同
調

矢
口
談
荘
周

誰
謂
白
蓮
社

　
　
高
風
猫
千
秋
蹴
麟
鵬

　
以
ド
、
各
詩
句
の
語
釈
は
次
の
通
り
。
「
青
溝
」
は
拙
庵
智
朴
の
盤
谷
寺
が
あ
っ
た
地
名
。
「
花
宮
」
は
寺
宇
の
こ
と
。
「
湯
島
」
は
南

朝
宋
の
名
僧
恵
休
。
道
草
に
喩
え
た
。
「
珊
瑚
鈎
」
は
智
歯
の
詩
才
を
賛
美
し
た
表
現
。
工
七
顧
と
三
野
の
交
友
に
つ
い
て
は
鯖
節
に
検

討
す
る
。
「
黄
精
」
は
薬
草
の
名
。
『
盤
山
志
」
二
五
物
産
参
照
。
第
一
、
十
句
の
注
「
趙
文
敏
」
は
元
の
名
画
家
趙
孟
頬
、
字
は
了
昂
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

号
は
松
雪
老
人
の
こ
と
。
そ
の
「
甕
騙
図
」
に
つ
い
て
は
、
明
・
趙
埼
美
『
趙
氏
鉄
網
珊
瑚
』
巻
士
．
「
甕
騙
図
」
に
、
「
右
、
子
夏
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　

へ
っ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ご

原
理
図
。
望
見
貧
無
談
、
富
無
驕
之
意
。
」
（
右
は
了
夏
、
原
憲
に
見
ふ
の
図
。
要
は
貧
に
見
ひ
て
訣
ふ
無
く
、
富
あ
る
も
驕
る
無
か
ら

ん
の
意
な
り
）
と
あ
る
。
「
往
牒
」
は
古
記
録
、
古
文
書
。
こ
こ
は
五
山
に
関
す
る
古
文
書
を
い
う
。
「
白
蓮
社
」
は
晋
の
恵
遠
が
鳩
山

の
虎
渓
東
林
寺
に
開
い
た
宗
教
結
社
の
名
。
黒
山
の
智
朴
と
そ
の
友
人
の
結
社
に
喩
え
る
。

　
こ
の
詩
を
通
し
て
、
盤
山
に
隠
遁
す
る
僧
智
朴
の
清
雅
な
生
活
ぶ
り
、
及
び
青
溝
に
あ
る
拙
庵
の
簡
素
な
た
た
ず
ま
い
等
が
如
実
に

伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
れ
以
外
の
関
連
詩
の
紹
介
を
省
略
す
る
が
、
宋
牽
に
は
こ
の
詩
以
前
に
「
盤
山
里
六
首
」
が
あ
り
、
宋
攣
と
盤
山

　
新
詩
　
（
王
士
頑
）
祭
首
を
感
ぜ
し
む
（
翫
亭
を
謂
ふ
）

な
ん
　
　
た
だ

婁
ぞ
曹
に
珊
瑚
鈎
の
み
な
ら
ん
や

黄
精
に
　
歯
頬
潤
ひ

　
　
　
名
画
　
人
眸
清
や
か
な
り
（
趙
文
敏
の
甕
蠣
図
を
観
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
っ

幾
年
も
（
盤
）
山
志
を
緯
め

い
に
し
へ
　
　
ふ
み

往
の
牒
冥
捜
を
窮
む

　
　
す

世
を
遺
つ
る
に
　
幸
い
に
同
調
す
る
も
の
あ
れ
ば

　
　
つ
ら

口
を
矢
ね
て
　
荘
周
を
談
ず

誰
か
白
蓮
社
と
謂
は
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
き

　
　
高
風
　
千
秋
に
独
ん
ず
（
此
の
首
は
拙
庵
《
智
朴
》
の
為
に
冷
せ
り
）

7

盤
山
に
集
っ
た
清
初
文
人
（
宋
攣
・
三
士
讃
・
早
舞
尊
・
洪
昇
）
と
智
朴
『
盤
山
車
』
に
つ
い
て



盤
山
に
集
っ
た
清
初
文
人
（
宋
箪
・
高
士
順
・
朱
軒
昂
・
洪
昇
）
と
智
朴
『
盤
山
羊
」
に
つ
い
て

智
朴
の
交
友
の
長
さ
と
深
さ
を
窺
わ
せ
る
。
智
朴
が
既
に
『
三
山
志
』
の
編
緯
に
着
手
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
こ
の
詩
は
、
「
重
新
盤

山
七
首
」
と
い
う
詩
題
が
示
す
通
り
、
宋
笙
の
盤
山
再
訪
時
の
作
品
と
思
わ
れ
る
。

8

三
　
王
士
頼
と
『
盤
山
志
』

　
怪
士
頑
（
一
六
．
二
四
－
一
七
一
一
、
字
は
胎
上
、
号
は
玩
亭
、
ま
た
漁
洋
山
人
）
が
、
次
節
に
述
べ
る
二
十
二
と
並
ん
で
重
三
文
壇
を
代
表
す

る
文
人
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
本
節
は
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
王
七
顧
と
書
生
『
書
屋
志
』
の
関
係
に
限
っ
て

論
述
す
る
こ
と
に
し
、
王
七
頑
研
究
の
一
端
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
王
士
旗
と
智
朴
の
交
友
が
初
め
て
記
録
さ
れ
る
の
は
、
『
帯
経
堂
集
』
巻
、
一
十
一
、
『
漁
洋
続
詩
集
』
馬
面
「
丙
辰
稿
」
（
一
一
六
七
六
康

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

煕
十
五
年
、
時
に
王
士
唄
四
十
、
一
歳
）
に
輯
録
さ
れ
る
「
答
里
山
拙
下
人
寄
電
光
・
雲
鶴
諸
勢
」
詩
で
あ
る
。

曹
渓
遊
萬
里

酌
水
間
南
能

世
界
随
縁
住

人
天
最
上
乗

薫
然
白
足
侶

不
作
紫
衣
僧

寄
我
新
吟
巻

　
清
涼
五
月
泳
鍋
鞘
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
時
に
五
台
よ
り
帰
る
）

「
曹
渓
」
は
曹
渓
宝
林
寺
に
禅
宗
南
州
府
を
開
い
た
六
祖
無
能
に
因
む
。
次
句
「
南
能
」
も
同
様
に
慧
能
を
指
し
、
盤
山
の
智
朴
に
喩

曹
渓
　
万
里
に
遊
び

水
を
酌
み
　
南
能
に
問
ふ

世
界
　
縁
に
随
っ
て
住
し

人
天
　
最
上
乗

瀟
然
た
り
白
足
の
侶

　
　
　
　
　
な

紫
衣
の
僧
と
作
ら
ず
し
て

我
に
新
吟
の
巻
を
寄
す

　
　
清
涼
な
り
　
五
月
の
泳



え
る
。
こ
の
詩
を
読
め
ば
、
康
煕
十
五
年
、
即
ち
盤
山
に
居
を
定
め
て
五
年
後
の
智
朴
が
、
当
時
北
京
に
あ
っ
た
工
士
頑
に
自
撰
詩
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

《
電
光
》
《
雲
鶴
》
集
を
寄
せ
た
こ
と
か
ら
、
二
人
の
交
友
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
詩
に
お
い
て
、
蛍
袋
頑
は
智
朴
の
新
詩

に
つ
い
て
、
「
清
涼
五
月
泳
」
の
語
を
以
て
評
す
る
。
終
聯
「
我
に
蝉
吟
の
巻
を
寄
す
」
と
は
、
先
に
挙
げ
た
宋
笙
詩
に
「
新
詩
（
王
）

祭
酒
を
感
ぜ
し
む
」
と
い
う
表
現
の
元
に
な
っ
た
、
智
朴
か
ら
王
土
頑
へ
の
新
作
詩
集
の
寄
贈
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
次
に
、
王
士
旗
が
智
朴
の
『
巣
山
志
』
を
校
訂
し
終
わ
っ
て
智
朴
に
寄
せ
た
「
較
『
盤
山
志
』
寛
、
寄
拙
蕎
禅
師
」
詩
を
掲
げ
る
。

選
佛
場
非
遠

青
溝
講
席
開

常
言
行
脚
去

何
日
打
包
來

彌
勒
同
寵
庭

英
雄
舞
剣
肇

葡
門
春
樹
裏

　
　
東
望
興
悠
哉
螂
鋤
鮪
躰
衛

　
初
句
「
選
佛
場
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
包
み
一
つ
だ
け
の

雲
水
僧
の
姿
を
い
う
。

　
　
其
所
面
部
、
彦
成
質
之
院
亭
・
竹
蛇
二
公
。
黙
認
慨
然
首
肯
、
互
爲
較
訂
、
遂
付
立
鋼
。
（
其
の
未
だ
備
は
ざ
る
所
は
、
稿
成
り
て
、

　
　
之
を
院
亭
（
王
士
顧
）
・
竹
柁
（
首
肯
尊
）
の
二
公
に
質
せ
り
。
二
公
慨
然
と
し
て
首
肯
し
、
互
い
に
較
訂
を
為
し
、
遂
に
離
鋼
に

　
　
付
す
。
）

と
あ
る
の
で
、
王
士
頑
の
こ
の
詩
は
康
煕
三
十
（
一
六
九
一
）
年
か
、
そ
の
直
前
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
二
士
頑
は
こ
の
詩
で
、
北
京
に

　
選
仏
場
は
遠
き
に
非
ず

　
青
溝
に
講
席
の
開
く
あ
り

　
　
　
　
　
　
ゆ

　
常
に
行
脚
し
去
く
と
言
は
ば

　
何
れ
の
日
か
　
打
包
し
て
来
ら
ん

　
弥
勒
　
寵
を
同
じ
く
す
る
処

　
英
雄
　
剣
を
舞
す
る
台

　
　
　
　
　
　
　
う
ち

　
莉
門
　
春
樹
の
裏

　
　
　
　
　
東
の
か
た
を
望
め
ば
　
興
　
悠
か
な
り
（
盤
山
に
李
衛
公
の
舞
剣
台
有
り
）

は
唐
・
天
然
禅
師
の
故
事
に
基
づ
き
、
広
く
仏
寺
を
指
す
。
「
打
包
」
は
「
行
脚
」
と
同
じ
く
、

　
康
煕
三
十
年
の
紀
年
を
有
す
る
智
朴
の
「
盤
山
志
」
自
生
に
、

9

盤
山
に
集
っ
た
清
初
文
人
（
二
三
・
王
士
頑
・
朱
舞
尊
・
洪
昇
）
と
智
朴
『
平
曲
志
』
に
つ
い
て



盤
山
に
集
っ
た
清
初
文
人
（
宋
箪
・
三
七
唄
・
朱
郵
尊
・
洪
昇
）
と
智
朴
『
盤
山
上
』
に
つ
い
て

お
い
て
校
訂
し
終
わ
っ
た
『
富
山
志
』
稿
を
前
に
し
て
、
は
る
か
盤
山
を
「
東
望
」
し
つ
つ
、
智
歯
と
の
交
友
を
回
顧
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
こ
の
他
、
『
砂
山
志
」
巻
八
や
『
盤
立
志
補
遺
』
巻
一
に
は
、
重
工
頑
と
智
朴
の
交
友
を
示
す
詩
文
が
多
数
収
め
ら
れ
て
お
り
、
両
者

の
親
密
な
交
流
が
窺
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
王
七
損
『
帯
経
堂
集
』
未
収
録
の
も
の
も
含
ま
れ
る
の
で
、
以
ド
に
そ
の
題
目
の

み
を
記
録
す
る
。

　
　
「
中
盤
山
拙
公
」
「
苔
盤
山
善
公
見
懐
」
「
送
宋
牧
仲
之
型
通
潴
」
「
謝
拙
公
恵
芝
」
「
題
拙
公
窺
眞
」
「
寄
拙
公
」
「
較
裾
山
志
寛
賦
寄

　
　
拙
老
」
「
退
引
雪
中
懐
王
公
」
「
苔
拙
老
寄
盤
山
圖
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
以
上
『
肩
山
志
」
巻
八

　
　
「
與
層
理
和
尚
書
」
「
又
」
「
又
」
「
又
」
「
又
」
「
又
」
「
又
」
「
又
」
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
以
上
『
黒
山
志
補
遺
』
巻
一

1
0

四
　
朱
舞
尊
と
『
盤
山
志
』

　
朱
舞
尊
（
エ
ハ
・
．
九
一
一
七
〇
九
）
は
字
は
錫
圏
、
号
は
金
蛇
、
漸
江
秀
水
の
人
。
書
室
を
曝
書
亭
、
静
志
居
と
も
い
い
、
『
経
義
考
」

『
日
下
旧
聞
』
『
明
君
綜
』
『
詞
綜
』
『
曝
書
亭
集
」
等
の
著
作
を
残
す
彼
が
、
前
に
述
べ
た
山
東
新
城
の
王
L
顧
と
並
ん
で
、
「
南
青
島
王
」

と
並
称
さ
れ
る
翠
霞
文
壇
の
代
表
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
二
．
口
う
ま
で
も
な
い
。
朱
舞
尊
は
康
煕
十
八
年
の
博
学
鴻
詳
言
に
挙
げ
ら
れ

て
出
仕
す
る
が
、
康
煕
二
十
三
年
に
起
き
た
弾
劾
事
件
の
後
、
康
煕
↓
．
一
十
一
年
、
六
十
四
歳
で
寛
に
辞
職
す
る
に
至
る
の
で
あ
り
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

の
清
朝
出
仕
の
意
識
に
か
な
り
の
屈
折
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
振
舞
尊
が
王
L
顧
と
共
に
智
朴
の
『
盤
山

斗
』
の
校
訂
に
参
画
し
た
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
朱
九
尊
と
智
朴
の
交
友
の
経
緯
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
朱
舞
尊
と
智
朴
の
交
友
を
示
す
詩
と
し
て
、
『
盤
尚
志
」
霊
界
に
朱
舞
尊
詩
の
断
句
一
、
首
（
無
題
）
、
巻
八
に
「
盤
山
五
器
大
師
書
來

詳
報
」
「
寄
別
拙
竜
大
師
」
等
の
詩
を
収
め
る
が
、
こ
こ
で
は
朱
舞
尊
の
『
騰
笑
集
」
巻
六
、
ま
た
『
曝
書
亭
集
』
巻
十
四
に
収
め
る



「
朴
公
書
來
、
招
游
盤
山
、
却
寄
」
詩
を
次
に
挙
げ
る
。

　
　
一
．
盤
勝
地
構
絶
　
　
三
盤
の
勝
地
は
絶
を
称
せ
ら
れ

　
　
衆
嶺
何
峰
最
尊
　
　
衆
嶺
　
何
れ
の
峰
ぞ
最
も
尊
き

　
　
別
後
時
勢
夢
牒
　
　
別
れ
て
後
時
に
夢
腺
を
労
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
た

　
　
書
來
興
輔
飛
翻
　
　
書
来
れ
ば
　
興
転
た
飛
翻
す

　
　
青
松
十
里
巖
磯
　
　
青
松
十
里
の
巖
の
磯

　
　
紅
杏
千
株
寺
門
　
　
紅
杏
千
株
の
寺
の
門

　
　
好
雇
檀
車
一
爾
　
　
好
し
　
積
車
一
両
を
雇
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
　
軟
塵
畷
到
山
根
　
　
軟
塵
を
曝
き
て
　
山
根
に
到
ら
ん

　
こ
の
六
言
誤
に
お
い
て
、
朱
舞
尊
は
、
朴
公
即
ち
智
慮
か
ら
盤
山
へ
の
諸
山
を
正
則
さ
れ
た
の
に
対
し
、
嬉
し
さ
に
小
踊
り
し
つ
つ
、

牛
車
を
雇
っ
て
盤
山
の
山
麓
ま
で
行
き
た
い
と
返
事
を
し
て
い
る
。
詩
中
に
「
別
後
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
詩
以
前
に
も
智
朴
と

朱
舞
尊
の
交
友
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
或
い
は
朱
舞
戸
が
初
あ
て
盤
山
の
智
朴
を
訪
ね
た
時
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
同
じ
く
『
騰
笑
集
』
巻
四
の
「
題
甲
山
朴
公
書
像
一
．
首
」
其
一
．
（
『
曝
書
幡
羅
』
は
巻
駈
四
「
再
簡
朴
公
」
）
詩
に
は
、

　
　
謝
家
木
展
無
完
歯
　
　
謝
家
の
木
履
に
完
き
歯
無
く

　
　
陶
令
藍
輿
伯
朔
風
　
　
陶
令
の
藍
輿
は
朔
風
を
伯
る

　
　
黄
葉
満
山
來
未
得
　
　
黄
葉
満
山
な
ら
ん
も
　
来
る
（
行
く
）
を
未
だ
得
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
さ
く

　
　
幽
尋
也
待
杏
花
紅
　
　
幽
尋
す
る
も
　
也
た
杏
花
の
紅
を
待
た
ん

と
述
べ
て
、
晩
秋
初
冬
の
黄
葉
期
の
黒
山
訪
問
を
、
杏
花
咲
く
来
春
に
延
期
し
た
い
旨
を
返
書
し
て
い
る
。

　
朱
子
尊
と
智
朴
の
交
友
を
示
す
詩
文
は
数
多
く
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
二
人
の
交
流
の
最
大
の
成
果
は
、
朱
舞
尊
が
王
L
唄
と
と

1
1

盤
山
に
集
っ
た
清
初
文
人
（
二
三
・
王
士
嶺
・
欝
血
尊
・
洪
昇
）
と
智
朴
『
盤
山
下
』
に
つ
い
て



盤
山
に
集
っ
た
清
初
文
人
（
宋
摯
・
E
十
頑
・
朱
舞
尊
・
洪
昇
）
と
智
朴
『
盤
山
王
』
に
つ
い
て

も
に
校
訂
を
し
た
『
盤
山
志
』
で
あ
る
。
即
ち
、
宋
矩
の
「
盤
山
里
序
」
に
、

　
　
拙
公
來
諾
否
右
、
卓
錫
立
山
、
既
關
青
虫
暉
院
居
之
。
毅
然
脳
幹
志
自
任
、
而
少
量
農
院
亭
工
公
・
太
史
竹
星
章
公
實
依
助
之
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ら

　
　
凡
書
削
正
、
閲
九
寒
暑
而
志
成
。
（
拙
公
江
右
よ
り
来
り
、
錫
を
薙
の
山
に
卓
て
、
既
に
青
溝
禅
院
を
速
き
て
之
に
居
る
。
毅
然
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ば
し

　
　
し
て
『
剛
志
』
を
以
て
自
ら
任
じ
て
、
愚
盲
農
院
亭
王
公
（
士
頑
）
・
太
史
竹
柁
朱
公
（
郵
尊
）
、
実
に
之
を
依
助
す
。
凡
そ
屡
ば

　
　
稿
を
削
り
、
九
の
寒
暑
を
閲
し
て
『
志
」
成
れ
り
。
）

と
あ
っ
て
、
王
士
頑
と
朱
郵
尊
と
が
九
年
が
か
り
で
『
晋
山
志
』
の
校
訂
に
当
た
っ
た
こ
と
を
記
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
智
朴
本
人
の

『
盤
山
志
』
自
述
に
も
、

　
　
稟
成
、
質
之
（
王
）
院
亭
（
朱
）
竹
柁
一
．
公
、
二
公
慨
然
首
肯
、
互
爲
較
訂
、
三
態
雛
鏑
。

と
述
べ
、
『
盤
高
志
』
の
原
稿
成
っ
た
後
に
王
七
頑
・
朱
舞
振
の
二
人
が
積
極
的
に
そ
の
校
訂
に
当
た
っ
た
こ
と
を
回
顧
す
る
。
こ
う
し

て
、
今
日
の
『
盤
山
志
」
は
、
「
盤
山
智
朴
纂
輯
」
に
併
せ
て
「
新
城
二
上
旗
・
秀
水
朱
舞
尊
　
較
訂
」
の
一
．
一
名
を
連
記
す
る
の
で
あ
る

が
、
こ
こ
か
ら
は
『
盤
山
志
』
の
成
立
に
関
わ
っ
た
壮
士
頑
・
朱
学
尊
と
土
車
と
の
深
い
交
友
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

1
2

五
　
洪
昇
と
『
盤
山
志
』

　
洪
昇
（
一
六
四
五
一
一
七
〇
四
）
、
字
は
肪
思
、
号
は
稗
畦
ま
た
稗
村
、
漸
江
銭
塘
の
人
。
王
上
顧
や
鼠
舞
尊
と
も
交
友
の
あ
る
清
初
の

文
人
で
あ
り
、
戯
曲
に
巧
み
で
あ
っ
た
。
楊
貴
妃
故
事
に
取
材
し
た
『
長
生
殿
」
は
特
に
有
名
で
、
奉
呈
任
『
桃
花
扇
」
と
並
ん
で
清

代
戯
曲
の
重
壁
と
称
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
長
生
殿
』
の
流
行
は
却
っ
て
災
禍
を
招
き
、
晩
年
は
不
遇
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
詩
集
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

『
稗
畦
集
』
『
囎
月
楼
集
」
等
が
あ
る
が
、
今
日
そ
れ
ら
の
著
作
は
『
洪
昇
集
」
に
ま
と
あ
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
盤
山
を
あ
ぐ
る
建
築
と
智
朴
の
交
友
に
関
し
て
は
、
『
盤
山
霊
」
中
の
諸
記
録
の
ほ
か
に
、
近
年
章
培
恒
氏
の
労
作
『
洪
昇
年



（
1
3
）

譜
』
が
あ
り
、
盤
山
と
智
朴
を
め
ぐ
る
洪
昇
の
履
歴
に
つ
い
て
、
前
三
者
よ
り
詳
細
に
把
握
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
洪
昇
が
盤
山

に
入
山
し
、
智
歯
に
面
会
す
る
の
は
康
煕
二
十
（
一
六
八
一
）
年
、
洪
昇
三
十
七
歳
時
で
あ
る
。
時
に
洪
昇
が
王
澤
弘
と
共
に
向
山
に
赴

く
と
、
宋
攣
が
先
に
到
着
し
て
お
り
、
三
人
は
遊
山
を
記
念
し
て
詩
作
を
残
し
て
い
る
（
『
上
昇
年
譜
』
二
〇
四
貞
）
。
そ
し
て
、
洪
昇
と
盤

山
及
び
智
朴
と
の
関
係
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
康
煕
二
十
八
（
一
六
八
九
）
年
、
洪
昇
四
十
五
歳
時
の
記
事
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の

年
洪
昇
は
、
一
時
に
大
流
行
し
た
『
長
生
殿
』
を
皇
后
の
喪
中
に
上
演
し
た
と
い
う
理
由
で
弾
劾
を
受
け
、
国
学
生
の
身
分
を
剥
奪
さ

れ
る
と
い
う
災
禍
に
遭
遇
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
事
実
内
容
は
章
培
恒
氏
『
蜜
語
年
譜
』
に
詳
し
い
。
こ
の
時
、
恐
ら
く
は
洪
昇
が
胸

中
に
欝
積
す
る
無
念
の
思
い
を
晴
ら
す
為
も
あ
っ
て
、
盤
山
の
智
朴
師
の
も
と
を
訪
れ
た
こ
と
は
、
『
盤
山
志
」
巻
四
「
青
溝
禅
院
」
項

に
載
録
す
る
次
詩
（
詩
題
不
詳
。
以
下
の
挙
例
で
は
智
朴
に
つ
い
て
述
べ
た
終
盤
冠
句
を
省
略
）
に
明
ら
か
で
あ
る
。

苦
爲
塵
情
累

蹉
毘
喩
半
生

讐
如
蛛
作
網

吐
綜
自
纏
榮

家
食
不
自
給

誤
入
長
安
城

偲
挽
從
時
趨

面
熱
中
憤
盈

學
殖
漸
以
漿

神
智
昏
如
醒

世
俗
憎
兀
傲

は
な
は
　
　
う
き
よ
　
　
　
　
　
わ
ず
ら

苦
だ
塵
情
の
為
に
累
は
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
こ

蹉
詑
し
て
　
半
生
を
喩
え
ん
と
す

　
　
　
　
く
も

讐
へ
ば
　
蛛
の
網
を
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
と
　
　
か
ら

糸
を
吐
き
て
　
自
ら
纏
ひ
榮
む
が
如
し

家
食
　
自
給
せ
ず

誤
り
て
長
安
城
（
北
京
）
に
入
る

偲
挽
と
し
て
　
時
趨
に
従
い

　
　
　
　
　
こ
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
み

面
は
熱
く
　
中
に
憤
り
盈
つ

　
　
　
　
　
　
　
く
し

学
殖
は
漸
く
以
て
騒
げ

　
　
　
　
　
　
　
わ
る
よ
い

神
智
は
昏
と
し
て
醒
す
る
が
如
し

世
俗
は
兀
傲
を
憎
み

1
3

盤
山
に
集
っ
た
清
初
文
人
（
宋
攣
・
王
士
頑
・
朱
郵
尊
・
洪
昇
）
と
智
朴
『
中
山
志
』
に
つ
い
て



盤
山
に
集
っ
た
清
初
文
人
（
宋
矩
・
王
士
顧
・
朱
計
量
・
洪
昇
）
と
智
朴
『
地
山
志
』
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
か

　
　
遂
爲
禍
所
嬰
　
　
遂
に
禍
の
嬰
る
所
と
為
れ
り

　
こ
の
詩
に
お
い
て
、
洪
昇
は
自
ら
吐
い
た
糸
に
絡
ま
る
蜘
蛛
に
喩
え
、
「
三
浦
」
（
お
ご
り
た
か
ぶ
）
る
自
分
が
世
間
の
指
弾
を
受
け
て

「
禍
」
に
罹
っ
た
こ
と
を
憤
慨
す
る
が
、
こ
れ
は
『
長
生
殿
」
の
流
行
と
そ
の
後
に
惹
起
し
た
弾
劾
事
件
を
直
接
に
指
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
詩
に
は
、
洪
昇
が
盤
山
の
風
景
や
智
朴
と
の
交
友
を
詠
ん
だ
そ
の
他
の
詩
と
は
違
い
、
世
間
に
相
容
れ
な
い
洪
昇
の
苦
衷
が
吐
露

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
最
大
の
理
由
は
こ
の
詩
の
直
前
に
起
こ
っ
た
『
長
生
殿
』
を
め
ぐ
る
災
禍
事
件
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
と
す

れ
ば
、
そ
の
直
後
に
盤
山
を
訪
れ
て
質
朴
に
対
面
し
た
洪
図
は
、
長
安
（
北
京
）
で
の
余
り
に
も
深
い
心
の
傷
を
癒
す
こ
と
が
最
大
の

目
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
詩
の
ほ
か
に
、
雪
質
と
産
山
や
智
朴
と
の
関
わ
り
を
示
す
詩
文
は
、
『
里
山
志
』
や
『
洪
軍
器
』
に
計
二
十
五
首
収
録
さ
れ
て
い

る
。
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
そ
の
他
の
詩
題
を
省
略
す
る
が
、
年
々
も
ま
た
、
豊
年
や
王
士
風
、
朱
舞
尊
等
と
並
ん
で
、
盤
山
や
智
朴
を

め
ぐ
る
清
朝
初
期
の
重
要
な
文
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

1
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六
　
智
朴
と
『
盤
山
志
』

方
外
の
人
で
あ
る
釈
延
怠
（
一
六
一
二
五
1
？
）
に
関
す
る
伝
記
記
述
は
数
多
く
な
い
。
そ
の
中
で
、
こ
こ
で
は
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

の
と
し
て
、
『
光
緒
順
天
府
警
』
巻
一
一
三
、
釈
道
の
項
に
、
「
蘇
州
沈
志
』
を
引
用
す
る
次
の
記
事
を
掲
げ
る
。

　
　
　
マ
マ

　
　
智
撲
、
號
拙
論
、
張
姓
、
江
南
徐
州
人
。
母
王
氏
、
得
異
夢
而
生
。
自
賠
単
玉
、
年
十
五
歳
爲
僧
、
深
軍
機
。
三
十
五
歳
至
盤
山
、

　
　
結
盧
於
楽
楽
。
其
地
問
詰
虎
豹
、
樵
夫
不
敢
入
、
自
智
撲
開
山
結
茅
之
後
、
悪
獣
潜
踪
。
人
曝
書
之
、
名
遂
大
振
。
盤
山
三
無
志

　
　
乗
、
智
撲
編
輯
成
書
。
漏
訓
（
智
嚢
は
継
竿
庵
、
張
姓
、
江
南
徐
州
の
人
。
母
王
氏
、
異
夢
を
得
て
広
ま
る
。
幼
よ
り
穎
異
、
年
十

　
　
五
歳
に
し
て
僧
と
為
り
、
禅
機
に
深
し
。
三
十
五
歳
に
し
て
丸
山
に
至
り
、
盧
を
青
楼
に
結
ぶ
。
其
の
地
は
間
（
閑
）
に
し
て
虎



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
豹
多
く
、
樵
夫
は
敢
え
て
入
ら
ざ
る
も
、
智
朴
の
開
山
し
て
茅
を
結
び
て
の
後
、
悪
獣
踪
を
潜
む
。
人
は
威
な
之
を
異
と
し
、
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
き

　
　
遂
に
大
い
に
振
ふ
。
盤
山
に
向
に
志
乗
無
け
れ
ば
、
智
朴
編
輯
し
て
書
を
成
す
。
（
蘇
州
沈
志
）
）

　
こ
の
記
事
か
ら
、
智
撲
（
朴
）
は
俗
姓
は
張
、
江
南
若
州
の
人
。
僧
侶
と
な
っ
た
の
が
十
五
歳
、
盆
山
に
入
山
し
て
盤
谷
裂
溝
に
盧

を
結
ん
だ
の
は
三
十
五
歳
時
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
先
に
挙
げ
た
智
朴
の
「
盤
山
志
自
序
」
に
は
「
康
煕
辛
亥
秋
、
朴
、
茅
を

盤
谷
に
結
び
、
終
古
の
計
を
為
す
」
と
あ
り
、
智
朴
の
盤
山
王
盧
の
年
を
康
煕
辛
亥
（
↑
、
一
六
七
一
）
年
と
明
記
し
て
い
る
の
で
、
こ

の
年
智
朴
三
十
五
歳
と
す
れ
ば
、
逆
算
し
て
、
智
朴
の
生
年
は
一
六
三
五
（
明
崇
禎
八
）
年
で
あ
り
、
彼
が
剃
髪
し
て
僧
侶
に
な
っ
た
の

は
一
六
四
九
（
清
順
治
六
）
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
ま
た
、
『
欽
定
盤
山
志
』
巻
九
、
方
外
に
載
せ
る
智
朴
伝
に
は
、

　
　
智
朴
機
甲
竜
、
徐
州
人
。
習
弊
諸
方
、
用
品
盧
東
酉
、
林
間
。
最
後
得
法
青
龍
百
弊
和
尚
、
實
洞
宗
第
一
、
一
十
世
。
康
煕
辛
亥
游
盤

　
　
山
、
結
着
黙
認
、
漸
成
巨
刹
。
（
智
朴
字
は
拙
庵
、
徐
州
の
人
。
早
く
よ
り
諸
方
に
参
し
、
匡
盧
の
東
酉
、
林
の
間
に
隠
る
。
最
後

　
　
に
法
を
青
龍
百
愚
和
尚
に
得
た
り
、
実
洞
宗
第
三
十
世
な
り
。
康
煕
辛
亥
（
十
、
一
六
七
一
年
）
高
山
に
再
び
、
茅
を
青
溝
に
結

　
　
び
、
漸
く
巨
刹
と
成
る
。
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
出
家
し
て
か
ら
一
、
十
年
間
の
中
に
、
智
朴
は
盧
山
の
東
西
一
。
林
寺
に
お
い
て
も
修
行
し
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

　
更
に
智
朴
が
十
五
歳
、
即
ち
一
六
四
九
（
清
順
治
六
）
年
に
出
家
す
る
以
前
の
記
事
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
至
人
徐
世
昌
の
『
晩

　
　
（
1
5
）

晴
移
詩
羅
』
巻
一
九
五
、
智
朴
の
項
に
見
え
る
「
詩
話
」
で
あ
る
。

　
　
溶
溶
、
拙
意
實
重
文
嚢
鷹
ド
L
、
文
話
軍
覆
、
去
而
爲
僧
。
（
或
は
謂
ふ
、
忠
庵
は
実
は
洪
文
七
（
疇
）
鷹
ド
の
十
に
し
て
、
文
嚢

　
　
の
軍
覆
る
や
、
去
り
て
僧
と
為
る
と
。
）

　
こ
の
記
事
か
ら
は
、
拙
筆
智
慧
は
、
も
と
明
末
の
荘
手
弄
朱
塩
田
に
仕
え
た
落
文
講
習
疇
削
減
の
兵
七
で
あ
り
、
明
清
の
設
置
を
経

　
　
　
　
盤
山
に
集
っ
た
清
初
文
人
（
宋
雄
・
王
幽
翠
・
朱
引
尊
・
洪
昇
）
と
智
朴
『
盤
剛
志
』
に
つ
い
て

1
5



盤
山
に
集
っ
た
清
初
文
人
（
宋
攣
・
王
后
頑
・
朱
舞
尊
・
洪
昇
）
と
智
朴
『
地
山
志
』
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

て
謹
承
畠
田
が
敗
れ
る
と
、
思
う
所
あ
っ
て
出
家
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
ま
た
、
智
朴
の
出
自
に
言
及
し
た
現
代
の
『
中
国
名
勝
詞
典
』

の
次
の
解
説
も
、
恐
ら
く
は
徐
世
昌
の
こ
の
記
事
を
敷
術
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
智
朴
為
事
末
名
将
、
清
軍
楽
関
後
、
落
髪
詩
僧
、
隠
居
寺
内
、
著
『
盤
山
志
」
。
（
智
朴
は
明
末
の
名
将
で
あ
っ
た
が
、
清
軍
の
入

　
　
関
後
は
落
髪
し
て
僧
侶
と
な
り
、
（
盤
谷
）
寺
内
に
隠
居
し
て
『
鶴
山
志
』
を
著
し
た
。
）

　
こ
れ
ら
の
記
事
が
真
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
智
朴
が
盤
山
に
隠
棲
し
た
経
緯
、
ま
た
王
士
頑
や
朱
舞
尊
、
洪
昇
等
が
盤
山
の
智
朴
と

親
交
を
結
ん
だ
背
景
、
更
に
は
康
煕
帝
が
盤
山
巡
幸
の
折
に
智
朴
に
横
額
を
賜
っ
た
故
事
な
ど
が
、
関
係
者
相
互
の
微
妙
な
心
理
の
陰

影
を
伴
っ
て
解
釈
さ
れ
得
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
後
節
の
ま
と
め
に
お
い
て
総
括
し
た
い
。

　
さ
て
、
そ
の
二
千
の
詩
作
品
は
、
『
総
山
志
』
に
三
十
九
首
、
お
よ
び
『
盤
山
志
補
遺
』
に
↓
、
一
十
四
首
の
計
七
十
二
首
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
他
、
『
盤
山
里
』
編
纂
に
関
わ
っ
た
二
十
頑
、
朱
舞
尊
、
或
い
は
宋
雑
、
洪
昇
そ
の
他
の
文
人
の
文
集
に
も
関
連
す
る
詩
文

が
散
見
さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
先
の
第
三
節
に
挙
げ
た
王
士
唄
の
「
較
『
盤
山
志
」
」
寛
、
賦
寄
拙
老
」
詩
に
次
韻
し
て
応
酬
し

た
智
朴
の
「
院
亭
較
『
山
志
』
詑
、
題
小
照
見
寄
、
依
黒
蜜
酬
」
詩
（
『
鷺
山
志
補
遺
」
巻
三
）
を
次
に
挙
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
な
か

山
林
朝
市
遠

懐
抱
幾
時
開

昨
日
因
僧
去

從
空
堕
束
來

苦
心
煩
筆
削

作
意
在
巖
皇

感
激
題
紅
杏

春
容
我
憶
哉

山
林
は
朝
市
よ
り
遠
く

お
も
い
懐
抱
く
も
　
幾
時
か
開
か
ん

　
　
　
　
　
ゆ

昨
日
　
僧
の
去
く
に
因
り
て

て
ん
　
　
　
　
て
が
み
　
　
お
と

空
よ
り
束
を
堕
し
来
れ
り

苦
心
し
て
　
筆
削
を
煩
わ
せ
り

　
　
な

意
を
作
す
は
　
巖
台
（
盤
山
）
に
在
り

感
激
す
　
「
紅
杏
」
を
題
す
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

「
春
容
」
な
る
を
　
我
　
塊
じ
た
り

1
6



　
こ
の
詩
は
、
下
士
頑
が
北
京
で
『
鷺
山
志
』
を
較
訂
し
終
わ
り
、
併
せ
て
動
議
の
「
小
照
」
（
肖
像
画
）
に
題
詩
し
て
送
っ
て
く
れ
た

の
を
、
智
朴
が
感
謝
し
て
和
韻
し
て
「
奉
書
」
し
た
も
の
で
あ
る
。
王
士
旗
の
原
詩
は
第
三
節
に
掲
げ
た
「
較
『
盤
篤
志
』
寛
、
寄
拙

禅
師
」
詩
、
ま
た
「
紅
霞
」
「
春
雷
」
の
詩
語
を
含
む
王
斑
雪
の
詩
は
、
『
盤
山
志
』
巻
八
に
収
あ
る
次
の
「
題
粗
汁
平
年
」
詩
で
あ
る
。

　
　
雲
門
像
裏
見
春
容
　
　
紅
杏
千
林
一
樹
松

　
　
何
日
從
師
聞
寳
鏡
　
　
青
溝
蘭
若
子
時
鐘

　
智
朴
は
王
士
頑
に
応
酬
し
た
上
掲
の
詩
で
、
「
朝
市
」
（
北
京
）
で
『
千
山
志
」
の
校
訂
に
当
た
っ
て
く
れ
た
王
指
顧
の
「
苦
心
」
を

思
い
や
り
、
併
せ
て
自
分
の
肖
像
画
へ
の
題
詩
に
謝
意
を
述
べ
て
い
る
。
王
士
頑
の
題
詩
に
「
紅
型
千
林
一
樹
松
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

智
朴
の
盤
山
青
溝
に
あ
っ
た
盤
谷
寺
は
杏
の
樹
林
が
長
く
つ
づ
き
、
一
本
の
松
の
木
が
謂
え
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　
次
に
、
盤
山
で
の
智
朴
の
日
常
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
し
て
、
『
海
山
志
」
巻
十
所
収
、
智
朴
「
盤
山
骨
詩
」
か
ら
二
首
を
引
用
す
る
。

　
　
千
章
姻
樹
黄
　
　
千
章
の
姻
樹
は
黄
に
し
て

　
　
萬
朶
雲
山
碧
　
　
萬
朶
の
雲
山
は
碧
し

　
　
中
有
忘
形
人
　
　
中
に
忘
形
の
人
有
り

　
　
嗜
然
坐
幽
石
　
　
嗜
然
と
し
て
　
幽
石
に
坐
す

　
こ
の
詩
は
、
全
山
の
樹
木
が
黄
葉
す
る
秋
の
盤
山
を
描
く
。
中
に
、
奥
深
い
石
に
坐
し
て
一
心
に
瞑
想
し
て
い
る
「
忘
形
の
人
」
と

は
智
朴
自
身
の
投
影
で
あ
ろ
う
。

　
　
山
品
下
白
雲
飛
　
　
山
品
下
に
白
雲
飛
び

　
　
山
品
邊
紅
葉
落
　
　
山
品
辺
に
紅
葉
落
つ

　
　
山
品
中
聞
散
人
　
　
山
品
中
の
間
散
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ひ
る

　
　
勇
午
飯
蓼
露
　
　
労
午
に
黎
露
を
飯
す

1
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盤
山
に
集
っ
た
清
初
文
人
（
宋
攣
・
王
士
頼
・
朱
門
尊
・
洪
昇
）
と
智
朴
『
盤
同
志
』
に
つ
い
て



盤
山
に
集
っ
た
清
初
文
人
（
宋
挙
・
E
L
頑
・
朱
舞
尊
・
町
会
）
と
急
難
『
甲
山
志
』
に
つ
い
て

　
こ
の
詩
も
前
詩
と
同
様
、
全
山
紅
葉
の
下
山
青
溝
の
盤
谷
寺
の
「
山
品
」
（
い
わ
お
）

自
身
が
、
昼
食
に
「
黎
露
」
（
あ
か
ざ
の
若
葉
）
を
食
す
る
ス
ナ
ッ
プ
で
あ
る
。

の
上
で
修
行
す
る
「
聞
（
閑
）
散
人
」
即
ち
智
朴
　
1
8

七
　
ま
と
め

　
智
朴
『
盤
既
述
」
よ
り
五
十
九
年
後
、
乾
隆
．
十
（
一
む
五
平
）
年
の
紀
年
の
あ
る
『
欽
定
盤
山
立
』
序
に
お
い
て
、
乾
草
帝
は
先
行

す
る
智
朴
『
盤
山
志
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
す
る
。

　
　
因
索
智
朴
志
書
讃
之
、
畷
其
意
中
博
而
僻
冗
。
（
因
り
て
智
朴
の
志
書
（
引
川
越
注
”
『
陰
山
志
』
）
を
索
め
て
之
を
読
む
に
、
其
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら

　
　
は
博
き
を
求
む
る
も
、
辞
は
冗
に
失
す
る
を
畷
ふ
。
）

　
こ
こ
で
乾
隆
帝
は
、
智
朴
『
森
山
志
』
の
読
後
感
と
し
て
、
「
冗
辞
」
（
冗
舌
）
の
欠
点
を
指
摘
す
る
。
乾
隆
帝
の
こ
の
評
語
は
、
一

方
で
正
当
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
一
方
で
は
創
始
者
の
苦
心
に
対
す
る
配
慮
に
欠
け
た
無
邪
気
な
皇
帝
の
無
分
別
を
露
呈
す
る
と

も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
な
る
ほ
ど
乾
隆
帝
の
『
欽
定
盤
山
志
」
に
は
康
煕
帝
・
乾
隆
帝
を
含
む
歴
代
文
人
の
寒
山
に
関

す
る
詩
文
が
満
載
さ
れ
、
そ
れ
な
り
に
文
雅
の
香
気
を
放
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
実
は
そ
こ
に
収
載
す
る
詩
文
・
記
事
の
多
く
が
先
行

す
る
智
朴
の
『
出
山
志
」
と
重
複
し
て
お
り
、
『
欽
定
盤
山
猿
」
が
成
る
に
当
た
っ
て
は
、
先
行
の
智
朴
「
盤
山
中
』
が
手
近
な
資
料
と

し
て
参
照
さ
れ
、
活
用
さ
れ
た
可
能
性
が
人
き
い
か
ら
で
あ
る
。
あ
ま
っ
さ
え
、
康
煕
一
．
十
五
年
、
康
煕
帝
が
盤
山
の
盤
谷
寺
に
智
朴

を
訪
ね
、
親
し
く
「
戸
外
一
峯
」
の
額
を
賜
っ
た
故
事
を
勘
修
す
れ
ば
、
そ
の
孝
孫
た
る
乾
隆
帝
の
智
朴
『
出
山
志
」
へ
の
評
価
は
も

う
少
し
格
上
げ
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
所
詮
は
天
ド
万
物
の
一
切
を
掌
巾
に
す
る
皇
帝
の
論
言
で
あ
れ

ば
、
先
の
「
辞
冗
」
と
い
う
評
語
は
智
朴
『
御
山
志
』
に
長
く
付
き
纏
っ
て
離
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
、
そ
う
で
あ
る
と
し
て
も
、
『
欽
定
黒
山
志
』
は
決
し
て
智
朴
『
上
山
志
』
を
や
み
く
も
に
否
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な



い
。
そ
れ
は
、
『
欽
定
盤
山
志
』
中
に
お
け
る
智
朴
や
宋
矩
、
朱
舞
尊
、
堂
上
旗
、
洪
昇
へ
の
言
及
の
頻
度
か
ら
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
実
際
に
編
修
の
任
に
当
た
っ
た
重
過
等
の
方
針
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
康
煕
・
乾
隆
両
帝
の
関
連
詩
文
や
事
跡

を
顕
彰
し
よ
う
と
す
る
『
欽
定
盤
意
志
』
が
、
大
古
『
富
山
志
』
の
基
礎
の
上
に
立
っ
て
見
栄
え
よ
く
威
徳
碑
を
建
て
よ
う
と
す
る
か

ら
に
は
、
も
と
よ
り
基
礎
詩
文
を
多
く
包
含
す
る
創
始
者
智
朴
の
『
仰
山
志
』
を
無
下
に
無
視
で
き
る
は
ず
も
な
い
の
で
あ
る
。

　
で
は
次
に
、
盤
山
の
智
朴
と
智
朴
を
め
ぐ
る
雨
垂
文
人
の
交
友
の
意
味
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
問
題
は
重
要

で
は
あ
る
が
、
具
体
的
な
把
握
が
困
難
な
問
題
で
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
「
盤
山
」
「
智
朴
」
「
清
聴
文
人
」
璽
．
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

に
絞
っ
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

　
盤
山
は
首
都
北
京
の
東
郊
、
天
津
の
北
方
に
位
置
す
る
大
都
市
近
郊
の
名
山
で
あ
る
。
古
代
の
首
陽
山
や
唐
代
の
終
南
山
、
華
山
、

ま
た
歴
代
の
銀
山
の
例
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
人
都
市
近
郊
の
名
山
が
持
つ
機
能
の
一
つ
は
、
都
会
（
人
間
世
界
）
を
遠
く
離
れ

て
（
但
し
都
会
か
ら
あ
ま
り
隔
絶
は
せ
ず
、
適
当
な
距
離
を
保
つ
の
が
肝
要
）
、
文
人
に
隠
居
所
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
伯
夷
二

世
や
陶
淵
明
の
隠
棲
も
、
む
ろ
ん
世
人
の
住
む
都
会
の
喧
燥
に
対
す
る
不
適
合
の
末
に
清
浄
な
山
里
へ
別
天
地
を
求
め
た
も
の
で
は
あ

る
が
、
彼
ら
の
隠
遁
行
為
の
も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
そ
れ
で
も
そ
の
隠
棲
地
が
都
を
あ
ま
り
遠
く
離
れ
な
い
大
都
市
近
郊
の
名
山

で
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
隠
者
と
い
え
ど
も
、
所
詮
入
間
世
界
か
ら
完
全
に
隔
絶
し
て
隠
遁
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

唐
代
以
降
に
記
録
が
多
く
残
さ
れ
る
詩
人
の
隠
遁
行
為
も
、
王
維
や
白
居
易
の
事
跡
が
明
白
に
物
語
る
よ
う
に
、
隠
遁
の
場
所
は
大
都

市
の
近
郊
（
乃
至
は
都
会
の
中
）
で
あ
る
こ
と
が
必
須
条
件
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
中
国
の
隠
者
の
場
合
、
恐
ら
く
日
本
の
そ
れ
と

は
違
い
、
基
本
的
に
隠
遁
は
一
時
的
な
仮
の
鯛
晦
行
為
で
あ
っ
て
、
多
く
の
隠
者
が
、
や
が
て
時
勢
が
変
わ
れ
ば
、
ま
た
そ
ろ
新
た
な

出
仕
を
企
図
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
む
ろ
ん
例
外
も
当
然
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
歴
代
の
隠
者
の
隠
遁
行
為
の
特
徴
は
、
い
わ
ば
都
会

の
近
郊
の
名
山
に
一
時
身
を
隠
し
、
や
が
て
情
勢
の
変
化
に
応
じ
て
次
の
出
仕
を
目
論
ん
だ
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考

え
て
い
る
。
し
て
み
る
と
、
北
京
近
郊
に
位
置
す
る
盤
山
も
、
ま
さ
し
く
こ
の
条
件
に
適
合
す
る
近
世
の
大
都
市
近
郊
型
の
名
山
で

1
9

盤
山
に
集
っ
た
清
初
文
人
（
昏
々
・
王
L
頑
・
朱
舞
尊
・
王
春
）
と
智
朴
『
盤
山
志
』
に
つ
い
て



盤
山
に
集
っ
た
清
初
文
人
（
言
為
・
L
L
顧
・
朱
郵
尊
・
洪
昇
）
と
智
朴
『
盤
山
下
』
に
つ
い
て

あ
っ
た
と
い
え
る
。
不
明
な
部
分
が
多
い
智
朴
の
伝
記
で
は
あ
る
が
、
彼
が
近
く
に
南
京
を
控
え
る
盧
山
で
の
修
行
後
、
北
京
東
郊
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

盤
質
を
終
老
の
地
と
定
め
て
聖
篭
を
結
ん
だ
時
、
意
図
的
に
北
京
の
近
郊
を
選
択
し
た
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
後
に
朱
舞

尊
や
王
L
頼
等
の
清
初
文
人
と
の
交
友
を
考
え
れ
ば
、
首
都
の
近
郊
と
い
う
地
理
的
な
要
因
は
、
や
は
り
智
朴
に
甚
だ
有
効
に
作
用
し

た
こ
と
が
認
あ
ら
れ
る
。

　
で
は
次
に
、
盤
山
に
隠
棲
し
た
質
朴
、
お
よ
び
智
朴
と
親
し
く
交
友
し
た
著
名
な
清
初
文
人
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
早
世
昌
『
晩
晴
移
詩
騰
』
巻
．
九
九
、
智
朴
の
項
の
説
明
に
拠
れ
ば
、
智
朴
は
も
と
明
末
武
将
の
鷹
ド
の
兵
ト

で
あ
っ
て
寸
々
運
動
に
与
し
た
も
の
で
あ
り
、
主
将
の
曝
首
の
敗
北
を
契
機
に
僧
侶
と
な
っ
て
隠
棲
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
こ
の
記
事

の
真
偽
は
今
と
な
っ
て
は
確
認
の
仕
様
が
な
い
が
、
も
し
事
実
を
伝
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
首
都
の
北
京
近
郊
の
翼
下
に
隠
棲
し
た
智

朴
の
意
識
を
探
る
ヒ
で
少
な
か
ら
ぬ
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
『
欽
定
留
山
志
』
巻
首
一
に
よ
る
と
、
康
煕
帝
が
盤

山
に
智
朴
を
訪
ね
た
事
例
と
し
て
、
次
の
．
．
例
を
記
録
す
る
。

　
　
康
煕
一
．
十
五
年
十
一
。
月
一
日
、
幸
盤
山
盤
谷
寺
、
賜
無
下
御
書
、
並
勒
石
建
亭
。
（
康
煕
一
．
十
五
年
士
．
月
一
日
、
富
山
の
盤
谷
寺

　
　
に
幸
し
、
詩
及
び
御
書
を
賜
ひ
、
並
び
に
石
に
勒
し
て
亭
を
建
つ
。
）

　
　
康
煕
四
十
三
年
．
灯
十
日
、
骨
盤
山
盤
谷
寺
、
有
用
官
等
韻
詩
．
．
首
。
（
康
煕
四
十
一
．
年
一
、
一
月
十
日
、
村
山
盤
谷
寺
に
幸
し
、
智
朴

　
　
の
韻
を
用
ふ
る
詩
一
．
首
有
り
。
）

　
後
者
の
康
煕
帝
の
盤
谷
寺
行
幸
に
つ
い
て
は
、
『
欽
定
焼
山
志
』
巻
首
二
に
「
甲
申
春
、
謁
陵
回
轡
、
路
纒
盤
山
。
有
僧
智
朴
臨
接
駕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

詩
、
三
業
原
韻
一
．
首
」
（
甲
申
〔
康
煕
四
卜
．
二
年
〕
春
、
陵
に
謁
し
て
回
卜
す
る
に
、
路
に
盤
山
を
経
。
愚
智
朴
の
宙
吊
詩
を
呈
す
る
有
り
、

即
ち
原
韻
を
用
ふ
一
．
首
）
と
あ
る
も
の
で
あ
り
、
康
煕
帝
の
幸
島
行
幸
に
対
し
て
智
朴
が
呈
出
し
た
接
駕
詩
二
首
に
、
康
煕
帝
が
即
座

に
和
韻
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
、
宋
攣
の
「
青
翠
禅
院
碑
記
」
（
『
盤
山
隠
』
巻
四
所
収
）
が
述
べ
る
、

　
　
去
年
冬
、
天
子
繋
累
是
山
、
曽
幸
青
糊
精
若
。
拙
些
事
聞
玉
音
、
承
命
日
占
、
経
御
覧
賜
辰
翰
。
此
尤
希
世
之
幸
也
。
…
康
煕
一
、

2
0



　
　
十
六
年
ゴ
卯
．
耳
。
（
去
年
冬
（
康
煕
、
、
卜
五
年
十
二
月
）
、
大
子
是
の
山
（
盤
山
）
に
駐
躍
し
、
曾
て
青
溝
首
吊
（
寺
）
に
幸
す
。
拙

　
　
奄
親
し
く
玉
音
を
聞
き
、
命
を
承
け
て
［
為
す
れ
ば
、
御
覧
を
経
て
震
翰
を
賜
ふ
。
此
れ
尤
も
希
世
の
幸
な
り
。
…
…
康
煕
一
．
十

　
　
六
年
f
卯
三
月
。
）

と
い
う
記
事
、
及
び
王
L
顧
『
居
易
録
』
巻
二
に
述
べ
る
、

　
　
上
幸
盤
山
、
嘗
御
書
「
戸
外
一
峯
」
四
字
賜
之
。
（
上
、
盤
山
に
幸
し
、
嘗
て
「
戸
外
一
峯
」
の
四
字
を
御
書
し
、
之
に
賜
ふ
。
）

と
い
う
記
事
、
更
に
は
『
欽
定
盤
山
志
』
巻
九
、
智
朴
の
項
に
述
べ
る
、

　
　
聖
祖
臨
幸
盲
溝
影
面
、
宿
執
［
占
、
承
智
慧
之
賜
。
（
鼻
祖
（
康
煕
帝
）
青
溝
蘭
若
に
臨
幸
す
る
に
、
制
に
応
じ
て
口
占
し
、
良
翰

　
　
　
　
　
さ
ず

　
　
の
賜
を
承
く
。
）

と
い
う
記
事
等
を
総
合
し
て
考
え
れ
ば
、
康
煕
帝
が
盤
山
の
青
謡
講
若
（
盤
谷
寺
）
に
行
幸
し
て
、
智
朴
に
親
し
く
「
戸
外
一
峯
」
の

四
字
を
賜
っ
た
の
は
、
康
煕
一
．
十
五
（
一
六
八
六
）
年
端
．
月
↓
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
、
康
煕
帝
は
十
一
月
に
孝
陵
に
謁
し
、
十
二
月

に
北
京
に
還
御
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
盤
山
内
躍
は
帰
郷
の
途
次
に
当
た
る
。
康
煕
↓
．
十
五
年
と
い
え
ば
、
智
朴
が
康
煕
十
年
に
盤
谷

青
燈
に
拙
竜
（
青
溝
禅
院
、
後
の
盤
谷
寺
）
を
開
い
て
か
ら
十
丘
年
後
に
当
た
る
。
先
の
徐
世
話
の
二
．
口
の
如
く
、
智
朴
の
前
身
が
仮
に

明
朝
の
復
辟
に
努
力
し
た
も
の
で
あ
り
、
関
係
者
が
そ
の
こ
と
を
把
握
し
て
い
た
と
し
て
も
、
康
煕
一
、
卜
五
年
の
こ
の
時
点
で
は
、
既

に
清
朝
の
治
世
は
盤
石
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
清
朝
側
も
僧
侶
智
朴
の
出
身
を
．
ム
々
す
る
必
要
も
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
康
煕

一
．

¥
五
年
の
康
煕
帝
の
盤
山
盤
谷
寺
行
幸
と
い
う
一
事
か
ら
、
清
朝
の
絶
対
安
定
と
い
う
情
勢
が
看
取
し
得
る
よ
う
に
筆
者
は
思
う
の

で
あ
る
。

　
さ
て
、
そ
れ
で
は
、
こ
の
鷺
山
の
智
朴
の
も
と
に
集
っ
た
宋
攣
、
朱
書
尊
、
工
L
旗
、
洪
昇
等
を
含
む
清
初
文
人
の
群
像
の
意
味
す

る
も
の
に
つ
い
て
、
本
稿
の
最
後
に
総
括
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
筆
者
は
嘗
て
「
野
塩
尊
の
遺
民
意
識
」
　
「
康
煕
十
八
年
博
学
黙
認
科
と
清
朝
文
学
の
出
発
」
と
題
し
た
拙
稿
に
お
い
て
、
清
初
期
に

2
1

盤
山
に
集
っ
た
清
初
文
人
（
宋
攣
・
五
七
唄
・
歯
舞
尊
・
洪
昇
）
と
智
朴
『
盤
山
志
』
に
つ
い
て



盤
山
に
集
っ
た
清
初
文
人
（
瓦
石
・
L
L
順
・
朱
舞
尊
・
洪
昇
）
と
智
朴
『
出
山
志
』
に
つ
い
て

お
け
る
文
人
の
挫
折
意
識
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
こ
で
は
、
政
治
し
の
区
切
り
で
あ
る
一
六
四
五
年
の
明
清
の
鼎
革
を
境
に
し
て
、

銭
嵩
益
時
に
六
十
四
歳
、
呉
偉
業
時
に
一
、
一
十
七
歳
、
朱
墨
盛
時
に
f
ヒ
歳
、
王
L
瞬
時
に
十
一
．
歳
と
い
う
年
齢
の
差
を
根
底
に
置
き
つ

つ
、
男
舞
尊
や
王
L
顧
等
、
人
生
の
主
要
な
活
動
期
を
清
朝
に
生
き
た
文
人
に
は
、
清
朝
へ
の
適
応
行
為
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
を
比
較

考
察
し
、
そ
し
て
康
煕
十
八
年
に
実
施
さ
れ
た
博
学
鴻
詞
科
に
よ
っ
て
、
清
朝
文
学
が
実
質
的
に
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
論
述
し
た
。
い

ま
、
康
煕
一
．
士
．
一
年
に
企
画
さ
れ
、
康
煕
一
、
一
↑
二
年
に
刊
刻
さ
れ
た
智
朴
の
『
江
山
志
』
に
関
わ
っ
た
多
数
の
清
初
文
人
の
群
像
に
つ

い
て
考
え
る
際
に
も
、
基
本
的
に
は
こ
の
原
則
が
適
用
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
（
因
み
に
、
一
六
↓
．
遣
捨
禎
八
年
生
ま
れ
の
智
朴
は
、
一
六

四
五
年
の
鼎
漸
時
は
十
一
歳
と
な
る
。
つ
ま
り
智
朴
は
王
L
顧
よ
り
一
歳
年
少
で
あ
る
。
王
L
頑
と
智
朴
の
親
密
な
交
友
に
つ
い
て
も
、

こ
の
同
年
代
意
識
の
共
有
が
一
層
促
進
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
）
即
ち
、
康
煕
一
．
十
年
代
は
既
に
清
朝
の
治
世
は
盤
石
で
揺
る
ぎ

の
無
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
盤
山
の
智
朴
の
も
と
に
集
っ
た
文
人
は
、
素
朴
も
含
め
て
、
曾
て
一
昔
前
の
銭
謙
益
や
呉
偉
業
が
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
な
、
明
朝
復
辟
の
現
実
的
な
可
能
性
は
皆
無
に
等
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
眼
前
の
現
実
問
題
と
し
て
、
如
何
に
清

朝
の
治
下
に
適
応
し
て
生
き
て
ゆ
く
か
に
多
く
の
文
人
の
精
力
が
注
が
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
都
会
近
郊
の
隠
棲
地
で
あ
る
こ
と
の
反
映
と
し
て
、
黒
山
も
ま
た
、
世
俗
の
生
活
に
適
応
で
き
な
か
っ
た
文
人
の

心
の
療
養
地
と
し
て
の
機
能
を
有
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
例
え
ば
、
朱
舞
尊
が
康
煕
．
．
士
．
一
年
に
起
き
た
弾
劾
事
件
を
契
機
に
ま

と
め
た
『
騰
結
集
」
（
注
　
「
騰
笑
」
と
は
変
節
出
仕
を
指
弾
し
た
孔
稚
珪
の
，
北
山
移
文
」
中
の
語
）
は
康
煕
一
、
十
五
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
年
は
恰
も
康
煕
帝
が
盤
山
盤
谷
寺
に
幸
し
た
年
で
あ
る
。
朱
筆
尊
は
王
t
頑
と
共
に
、
康
煕
一
、
士
．
↓
年
に
計
画
さ
れ
、
九
年

後
に
刊
行
さ
れ
た
『
釜
山
志
』
の
較
訂
に
当
た
っ
て
い
る
が
、
朱
舞
尊
に
お
け
る
盤
山
も
、
当
然
な
が
ら
北
京
近
郊
の
手
軽
な
心
身
の

療
養
地
と
し
て
の
意
味
合
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
洪
昇
の
場
合
、
本
稿
第
五
節
に
」
．
［
及
し
た
よ
う
に
、
『
長
生
殿
』

の
盛
行
に
起
因
す
る
弾
劾
事
件
と
葉
山
へ
の
訪
問
が
重
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
満
開
が
弾
劾
事
件
で
受
け
た
心
の
傷
を
癒
す
べ
く
里

山
に
智
朴
を
訪
問
し
た
構
図
が
明
白
に
見
て
取
れ
る
。
そ
の
他
の
文
人
に
お
い
て
も
、
『
芝
山
志
」
に
序
文
を
寄
せ
た
多
く
の
文
人
を
含

2
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め
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
智
朴
や
盤
山
に
対
し
て
心
身
の
療
養
所
と
し
て
の
意
味
合
い
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

五
重
或
い
は
清
初
間
も
な
く
で
あ
れ
ば
、
二
世
武
が
恐
ら
く
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
隠
棲
に
偽
装
し
て
明
朝
の
復
辟
を
画
策
す
る

生
々
し
い
政
治
工
作
が
行
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
清
朝
の
康
煕
一
．
↑
年
代
に
入
っ
た
時
代
は
、
既
に
天
ド
の
情
勢
は
安
定
し
、
そ

こ
に
生
き
る
文
人
の
当
面
の
関
心
事
は
、
如
何
に
清
朝
治
ド
の
現
実
を
よ
り
ょ
く
生
き
抜
く
か
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
、

朱
舜
尊
と
共
に
王
1
2
旗
が
『
盤
山
志
』
の
国
巡
を
遂
行
し
た
の
は
象
徴
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　
否
、
そ
れ
よ
り
何
よ
り
も
、
康
煕
一
．
十
五
年
十
二
月
に
、
孝
陵
墓
参
の
つ
い
で
と
は
い
え
、
康
煕
帝
が
親
し
く
福
山
の
盤
谷
寺
に
幸

し
、
右
京
に
四
字
を
賜
っ
た
こ
と
が
、
盤
山
及
び
智
朴
等
の
関
係
者
も
含
め
て
名
実
共
に
清
朝
の
治
ド
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
象

徴
す
る
鉄
柱
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
か
ら
六
十
九
年
後
、
智
朴
の
『
野
山
志
』
を
換
骨
奪
胎
し
て
乾
隆
帝
の
『
欽
定
立
山
志
」
が
蒋
漕

等
の
奉
勅
に
よ
っ
て
完
成
す
る
の
だ
が
、
そ
の
結
果
、
智
朴
の
『
盤
山
野
』
は
そ
の
存
在
自
体
も
危
う
く
抹
消
さ
れ
、
『
欽
定
晋
山
志
』

の
礎
石
と
し
て
の
意
味
は
残
る
と
し
て
も
、
も
は
や
清
朝
文
学
史
し
か
ら
忘
却
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
注（
1
）
　
上
海
占
籍
出
版
社
、
山
川
風
情
叢
書
、
一
九
九
、
、
．
年
。

（
2
）
　
『
中
国
仏
寺
史
志
彙
刊
』
第
．
一
輯
（
台
湾
明
文
書
局
、
一
九
八
○
年
）
。

（
3
）
　
『
盤
山
志
』
目
録
に
は
、
更
に
「
報
単
」
「
譜
図
」
と
あ
る
が
、
本
稿
が
拠
っ
た
内
閣
文
庫
蔵
本
で
は
こ
の
．
．
項
目
を
欠
く
。

（
4
）
　
因
み
に
『
盤
山
志
補
遺
』
巻
一
の
最
終
葉
に
は
、
出
版
社
と
し
て
コ
京
都
王
磨
憲
助
刊
」
の
ヒ
字
を
印
刻
す
る
。

（
5
）
　
文
化
芸
術
出
版
社
、
↓
九
九
四
年
。

（
6
）
　
『
綿
津
山
人
詩
集
』
巻
十
五
「
漫
適
中
」
所
収
。
筆
者
架
蔵
本
は
康
煕
四
十
二
年
朱
尚
早
等
序
刊
．
一
十
七
巻
四
冊
本
、
ま
た
同
じ
く
上
海
占
籍
書
店
影

　
　
刊
一
．
一
十
↓
巻
六
冊
本
。

（
7
）
　
『
四
庫
全
書
』
子
部
所
収
。

（
8
）
　
伊
　
聡
『
王
道
洋
先
生
年
譜
』
（
山
東
大
学
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
は
、
当
該
詩
を
康
煕
十
六
年
丁
巳
の
項
に
編
入
す
る
。

（
9
）
　
《
電
光
》
《
雲
鶴
》
の
こ
集
は
、
或
い
は
下
記
の
詩
文
集
『
盤
谷
集
』
所
収
か
と
思
わ
れ
る
が
、
未
見
。
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3

盤
山
に
集
っ
た
清
初
文
人
（
宋
摯
・
正
士
旗
・
朱
郵
尊
・
洪
昇
）
と
三
豊
『
甲
山
志
」
に
つ
い
て



盤
山
に
集
っ
た
清
初
文
人
（
宋
攣
・
E
上
熊
・
朱
舞
尊
・
洪
昇
）
と
智
朴
『
盤
山
千
」
に
つ
い
て

（
1
0
）
　
『
帯
経
堂
集
』
「
翼
尾
詩
集
」
巻
］
所
収
。

（
1
1
）
　
拙
稿
「
朱
舜
尊
の
遺
民
意
識
」
（
『
文
学
研
究
』
ヒ
十
ヒ
、
九
州
大
学
文
学
部
、
一
九
八
○
年
）
参
照
。

（
1
2
）
　
漸
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
．
．
年
。

（
1
3
）
　
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
九
年
。

（
1
4
）
　
清
・
周
家
楯
・
繹
茎
孫
編
。
北
京
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
。

（
1
5
）
　
北
京
中
国
書
店
、
一
九
八
八
年
、
民
国
十
ヒ
年
版
に
拠
っ
て
影
印
。

（
1
6
）
　
上
海
辞
書
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
版
七
十
七
頁
、
天
津
莉
県
、
盤
谷
寺
の
解
説
。

（
1
7
）
　
「
拙
」
「
固
拙
」
は
盧
山
南
山
に
庵
を
結
ん
だ
陶
淵
明
の
精
神
世
界
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、

　
　
し
た
と
す
る
智
朴
が
「
拙
庵
」
と
号
す
る
の
は
、
直
接
に
は
陶
面
明
に
淵
源
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
8
）
　
『
中
国
文
学
論
集
』
九
、
九
州
大
学
中
国
文
学
会
、
一
九
八
○
年
。

盧
山
の
東
西
二
林
寺
に
修
業

2
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